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思
わ
ぬ
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
備
え
る
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

な
ど
の
医
療
保
険
制
度
。
国
保
は
、

加
入
者
の
収
入
な
ど
に
応
じ
て
国
保

税
を
負
担
し
、
医
療
費
に
充
て
て
お

互
い
を
助
け
合
う
仕
組
み
で
す
。

加
入
者
は
、医
療
費
全
額
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
三
割
（
た
だ
し
、
年
齢

や
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）
を

病
院
な
ど
に
支
払
い
ま
す
。
残
り
の

七
割
は
、
国
保
加
入
者
が
納
め
る
国

保
税
と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
で
賄

わ
れ
ま
す
。

□
加
入
・
脱
退
の
届
け
出
忘
れ
ず
に

国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
と

き
は
、
十
四
日
以
内
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
届
け
出
日
か
ら
加
入
日
ま
で
の

国
保
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
健

康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き
も
、

国
保
を
脱
退
す
る
手
続
き
を
。
届
け

出
を
し
な
い
と
国
保
と
職
場
の
健
康

保
険
で
二
重
に
保
険
税
（
料
）
を
支

払
う
こ
と
に
な
っ
た
り
、
医
療
費
を

返
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
国
保
年
金
課
�

８
９
０
―
６
２
５
０
へ
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」

を
テ
ー
マ
に
健
康
意
識
の
向
上
を
図

る
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
小
中
学
生
（
一
人
一
点
、
未

発
表
に
限
る
）

規
格
・
図
案
な
ど

＝
Ｂ
３
判
縦
使
用
。
健
康
づ
く
り
を

題
材
に
し
た
標
語
（
例
…
「
自
分
で

つ
く
ろ
う
自
分
の
健
康
」「
願
い
は
ひ

と
つ
健
康
家
庭
」
な
ど
）
を
ポ
ス
タ

ー
に
必
ず
入
れ
る
　
申
し
込
み
＝
１

月
15
日
�
ま
で
に
国
保
年
金
課
（
�

８
９
０
―
６
２
４
６
）、
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
（
元
総
社
町
�

２
９
０
―
１
３
２
５
）
へ
直
接

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
反

映
さ
せ
る
た
め
、
協
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
任
期
は
、
四
月
か
ら

平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
で

す
。

募
集
人
員
＝
二
人
（
男
女
各
一
人
・

選
考
）

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て

を
満
た
す
人
�
20
歳
以
上
60
歳
未
満

で
本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
�
国
民
健
康
保
険
事
業
に
興
味
・

関
心
が
あ
る
�
平
日
の
会
議
に
出
席

で
き
る
　
申
し
込
み
＝
１
月
31
日
�

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
。
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
応
募
の
動
機

や
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
、

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
八
百
字

程
度
の
小
論
文
に
し
て
、
市
役
所
２

階
国
保
年
金
課
（
�
８
９
０
―
６
２

４
６
）
へ

十
二
月
三
十
一
日
�
ま
で
「
消
防

歳
末
特
別
警
戒
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
末
は
、

火
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
。
空
気
も
乾
燥
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
「
火
の
用
心
」
を
心
掛

け
、
か
け
が
え
の
な
い
命
や
財
産
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

□
期
間
中
の
主
な
取
り
組
み

�
バ
ー
な
ど
風
俗
営
業
施
設
の
消

防
パ
ト
ロ
ー
ル
�
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
大
型
店
の
消
防
パ
ト
ロ
ー

ル
�
火
災
予
防
の
広
報
や
消
防
活
動

上
障
害
に
な
る
物
件
の
排
除
指
導
�

消
防
長
、
消
防
団
長
の
夜
間
巡
視
�

夜
間
警
戒
と
消
防
水
利
の
確
認
�
消

防
警
戒
体
制
の
強
化
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
消
防
本
部
警
防

課
�
２
２
０
―
４
５
１
１
へ
。

十
二
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月

間
」「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」
で

す
。
市
で
は
「
前
橋
市
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
温
暖

化
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
、
公
用
車
に
初
め
て

天
然
ガ
ス
自
動
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
車
は
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、

酸
性
雨
の
原
因
と
な
る
窒
素
酸
化
物

や
一
酸
化
炭
素
、
炭
化
水
素
の
排
出

量
が
少
な
く
、
ま
た
硫
黄
酸
化
物
は

全
く
排
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
わ
た
し

た
ち
の
日
常
生
活
を
環
境
に
優
し
い

も
の
へ
変
え
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み
を
、

今
日
か
ら
始
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。�

電
気
機
器
の
主
電
源
を
切
り
、

照
明
は
小
ま
め
に
消
す
�
暖
房
温
度

は
二
〇
度
以
下
に
設
定
�
近
所
へ
の

買
い
物
は
自
転
車
や
徒
歩
で
�
自
動

車
の
駐
停
車
時
に
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
�
環
境
に
優
し
い
物
品

を
購
入
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
環
境
課
�
８
９

０
―
６
２
９
２
へ
。

慌
た
だ
し
い
歳
末

火
災
に
気
を
付
け
て

地
球
温
暖
化
や

大
気
汚
染
防
ご
う

加
入
・
脱
退
時
は

届
け
出
忘
れ
ず
に

国
保
運
営
に
意
見
を

協
議
会
委
員
を
募
集

健
康
づ
く
り
の

ポ
ス
タ
ー
募
り
ま
す

前
橋
・
高
崎
連
携
事
業
と
し
て

新
春
経
済
講
演
会
を
開
催
。
講
師

は
テ
レ
ビ
で
活
躍
中
の
毎
日
新
聞

編
集
委
員
・
岸
井
成
格
し
げ
た
だ

さ
ん
で
す
。

日
時
＝
１
月
15
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

対
象
＝
中
小
企
業
者
と
そ
の
従
業

員
な
ど
、
先
着
五
百
人
　
テ
ー
マ

＝
「
二
〇
〇
三
年
日
本
の
政
治
経

済
の
行
方
」

参
加
費
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
商
業
観
光
課
�
８
９

０
―
６
６
０
４
、
商
工
会
議
所
�

２
３
４
―
５
１
１
１
へ

今
後
の
政
治
・
経
済

分
か
り
や
す
く
解
説岸井成格さん 岸井成格さん 


